
ハンファQセルズジャパン（東

京都港区、キム・ジョンソ社長）

は、住宅用太陽光発電設備用の

太陽光パネルとPCS（パワーコ

ンディショナ）の新製品を4月より

計量・計測器製造のエー・アン

ド・デイ（東京都豊島区、森島泰信

社長）は3月1日よりサーマルイメー

ジカメラを発売した。設備の点検

や診断のほか、太陽光発電所の

O&M（管理・保守）業務用として

も売り出す。

同社が発売したサーマルイメー

ジカメラは、熱画像で温度分布を

可視化できる機器。太陽光発電

発売する。

新発売する太陽光パネルは、

同社の独自技術『Q.ANTUM

（クアンタム）テクノロジー』を搭載

した高出力な単結晶シリコン型。

従来品では4本だったバスバーを

6本に増やし、電力損失を抑えて

発電量を向上させたという。日本

の住宅に適した黒を基調とした

デザインであるほか、様々な屋根

形状や大きさに対応できるよう、

公称最大出力310W（60セ

ル）、245W（48セル）、165W

所のO&M業務では、太陽光パネ

ルや接続箱、パワーコンディショナ

における異常発熱の発見などに

使用されている。

同製品の表示モードは3種類。

熱画像を表示する『熱画像モー

ド』、可視画像を表示する『可視画

像モード』に加え、両画像を組み合

わせた画像を表示する『FUSION

モード』も搭載した。測定した温度

（32セル）の3種類を用意した。

一方、PCSは、業界トップクラ

スの電力変換効率96％を実現し

ているもので、カラーモニタセット

とともに提供していく。PCSにつ

いては、屋内仕様の定格出力

4.0kW機と5.5kW機のほか、屋

内外仕様マルチストリングス型の

同4.5kW機と5.5kW機を揃え

た。カラーモニタセットは、オプショ

ンで出力制御やHEMS（家庭内

エネルギー管理システム）拡張機

能を追加することも可能だ。 

分布データや画像などは、『Micr

oSDHCカード』に保存可能であ

る。

熱画像解像度は３２×３２（１０２

４）ピクセル、可視画像解像度は６

４０×４８０ピクセル、外形寸法は

W74mm×D97mm×H234

mm、質量は電池含めて約345g

である。標準販売価格は税抜

80,000円。 

住宅用太陽光パネル、PCSなど発売

Ｐｒｏｄｕｃｔ 003 ハンファQセルズジャパン

サーマルイメージカメラ発売

Ｐｒｏｄｕｃｔ 002 エー・アンド・デイ

電線製造の行田電線（大阪

市、行田貞生社長）は今年2月、

直流回線用の分岐ケーブルにヒ

ューズを搭載したと発表した。複

数のストリングを接続する際に、故

障したストリングに他のストリング

からの電流が誤流入することを防

ぐ。従来使用してきた逆流防止用

ダイオードよりも耐電流性能を高

め、製品の拡販を狙う。

同社はこれまで、電流値の低い

薄膜系太陽光パネルの並列接

続用に分岐ケーブルを販売してお

り、逆流防止にはダイオードを用い

てきた。しかし、近年は薄膜系太

陽光パネルの電流値が上がり、さ

らに太陽光発電所での過積載の

普及に伴い、電流値の高い結晶

シリコン系パネルを用いた案件か

らの分岐ケーブルの需要が増した

という。ダイオードを電流の大きな

回路で使用するには発熱対策が

必要となり、部品が大型化するな

どして施工性が悪化する。そこで

同社は、ヒューズによる逆流防止

を採用した。

ヒューズの定格電流は、薄膜

系パネル用で6A、結晶シリコン系

パネル用で15Aである。分岐数や

ケーブル部の長さなどは変更可能

で、案件ごとに対応する。

分岐ケーブルで配線をまとめる

と、ケーブルの総延長を短縮でき、

太陽光発電所の導入費を低減で

きる。加えて、逆流防止機能を組

み込むことで、パネルの逆耐電流

値を超えた電流値まで並列数を

増やすことができ、発電量の向上

に繋がる。

過電流で溶断したヒューズの

交換は、前後の電線ごと切断し、

交換用の電線つきヒューズを接続

し直す形式である。電線を切断せ

ずにヒューズ部分のみを取り外す

仕組みとする案もあったが、現場

作業員がヒューズの取扱いに不

逆流防止ヒューズ搭載の直流用分岐ケーブル発売

Ｐｒｏｄｕｃｔ 001 行田電線

慣れな場合を想定し、交換用ヒュ

ーズをあらかじめ電線に組み込ん

だ状態で販売する。

すでに出力2MW規模の太陽

光発電所での採用が決まり、同

社は4月より量産を始める。年間

30MWの案件からの受注を見込

む。 

各分岐の途中にヒューズを
組み込んだ

溶断したヒューズを切り取り、
交換用のユニットを接続し直す仕組み

新発売した太陽光パネル
『Q.PEAK-G5.1』シリーズ
写真は245Wタイプ 住宅用PCS。写真は4.0kW機表示ユニットと情報収集ユニット

サーマルイメージカメラ
『AD-5636』
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*1 集電後の電流値がご使⽤のパワーコンディショナーの定格電流を超えない範囲の分岐数での使⽤に限る
*2 関係者以外の⽴ち⼊りが制限された太陽光システムでの使⽤に限る

■ 事業推進本部　営業グループ
電話　 ︓　(06)6933-5891
Fax    ︓　(06)6930-0252
E-Mail   ︓　pv-sales@yukita.co.jp

⾏⽥電線株式会社
〒536-0001
⼤阪市城東区古市１丁目2番11号

30A MAX 30A MAX
 定格電圧 1000V / 1500V  *2 1500V

　お問い合わせ　（販売元）

 コネクタ定格

 適応コネクタ MC4 YSC-AL05
 メーカー ストーブリ ⾏⽥電線

 ケーブル定格

 名称 PV-CC / PV-CQ
 定格電圧 1500V D.C.
 導体サイズ

 定格電流

3.5 mm2

 参照規格 太陽光発電システム⽤ハロゲンフリーケーブル JCS 4517
電気設備の技術基準の解釈 第46条

 ヒューズ定格
(＋側のみ）

 定格電流 15 A
 定格電圧 1500V D.C.

 認証 UL UL 248
IEC (gPV認証) IEC 60269

　製品仕様

 電気定格
 分岐数 1~8   *1
 定格電圧 1500V D.C.
 定格電流　（枝線部） 15 A 以下

２．簡単施工 分岐数、ケーブル長などシステムの設計に合わせた設定が可能

結晶⽤　直流集電ケーブル
DC Wiring Harnesses

　製品特徴

１．安全 過電流保護ヒューズを＋側の各枝線部に設置



*1 集電後の電流値がご使⽤のパワーコンディショナーの定格電流を超えない範囲の分岐数での使⽤に限る
*2 関係者以外の⽴ち⼊りが制限された太陽光システムでの使⽤に限る

■ 事業推進本部　営業グループ
電話　 ︓　(06)6933-5891
Fax    ︓　(06)6930-0252
E-Mail   ︓　pv-sales@yukita.co.jp

２．簡単施工 分岐数、ケーブル長などシステムの設計に合わせた設定が可能

薄膜⽤　直流集電ケーブル
DC Wiring Harnesses

　製品特徴

１．安全 過電流保護ヒューズを＋側の各枝線部に設置

　製品仕様

 電気定格
 分岐数 1~8   *1
 定格電圧 1500V D.C.
 定格電流　（枝線部） 6 A 以下

 ヒューズ定格
(＋側のみ）

 定格電流 6 A
 定格電圧 1500V D.C.

 認証 UL UL 248
IEC (gPV認証) IEC 60269

 定格電流

3.5 mm2

 参照規格 太陽光発電システム⽤ハロゲンフリーケーブル JCS 4517
電気設備の技術基準の解釈 第46条

 ケーブル定格

 名称 PV-CC / PV-CQ
 定格電圧 1500V D.C.
 導体サイズ

⾏⽥電線株式会社
〒536-0001
⼤阪市城東区古市１丁目2番11号

30A MAX 30A MAX
 定格電圧 1000V / 1500V *2 1500V

　お問い合わせ　（販売元）

 コネクタ定格

 適応コネクタ MC4 YSC-AL05
 メーカー ストーブリ ⾏⽥電線



❏ 交換用ヒューズユニット　内容物

溶断したヒューズユニットを切断

＊ 取り外したヒューズユニットは、
再利⽤できませんので、
廃棄処理をお願い致します。

交換⽤ヒューズユニットに同梱された
② 再接続⽤コネクタ及び端子　を　
分岐ケーブル側（赤丸部）に取り付け

※ 端子取り付けの際は、MC4コネクタに
適した工具をご使⽤ください

交換⽤ヒューズユニットに同梱された
① ヒューズ付きケーブル　を
STEP2で取り付けた、再接続コネクタに接続

コネクタが確実に勘合されていることを確認し
交換完了

■ 事業推進本部　営業グループ
電話　 ︓　(06)6933-5891
Fax    ︓　(06)6930-0252
E-Mail   ︓　pv-sales@yukita.co.jp

直流 集電ケーブル
DC Wiring Harnesses

　ヒューズ交換手順

STEP 3

①ヒューズ付きケーブル

STEP 0 「交換⽤ヒューズユニット」（当社より供給いたします）をご準備ください。

1本 1個
②　再接続⽤コネクタ　及び　端子

MC4コネクタ

　お問い合わせ　（販売元）
⾏⽥電線株式会社

〒536-0001
⼤阪市城東区古市１丁目2番11号

STEP 1

STEP 2

STEP 4

切断

②を取り付け

①を接続

勘合




